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「魅力あふれる公園づくり事業」の取組について 

     

都市公園部 公園整備課 

 

１ 「魅力あふれる公園づくり事業」の目的 

本事業は、地域の魅力向上や緑豊かな潤いのあるまちづくりに向けて、

対象とする５つの公園が有する特徴をいかしつつ、誰もが行きたくなるよ

うな公園づくりを効率的かつ効果的に推進し、「憩い」と「にぎわい」の場

の創出を目的にしています。 

※対象の５つの公園 

洲原公園、岩ケ池公園、総合運動公園、亀城公園、フローラルガーデンよさみ 

 

２ 構想策定の経緯 

「魅力あふれる公園づくり構想」は、対象の 5 つの公園ごとに公園づく

りのテーマと目標とする将来の姿を、利活用のイメージで示したもので、

令和３年度から令和５年３月にかけて策定しました。 

構想策定においては、目的の達成に向けて、実際に公園を利用される

方々をはじめ、様々な立場の皆様からのご意見を伺うため、学識経験者や

各種団体の代表者などで構成する「魅力あふれる公園づくり構想策定委員

会」や一般公募の市民をはじめ、地域住民や福祉団体など幅広い世代の

様々な分野の方々にご参加いただいた「市民公園づくり会議」を開催する

とともに、公園利用者を対象としたアンケートを実施しました。 

 

３ 「魅力あふれる公園づくり構想」のロードマップ策定の必要性 

本構想では、将来像を利用が異なる 20 のエリアや 10 の個別の取組ごとに

利活用のイメージで示しています。 

こうした、構想の実現を目指すには、事業の平準化を図り、計画的に推進し

ていく必要があるため、ロードマップを策定しました。 
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４ ロードマップ策定に向けた取組 

ロードマップの策定は、令和５年６月から学識経験者や「市民公園づくり会

議」に参加した市民などで構成する「魅力あふれる公園づくり推進委員会」を

組織して、ご意見を伺いながら進めてきました。 

推進委員会は、サウンディング調査などロードマップの策定に向けた取組全

般を議題として４回開催しました。 

 

５ サウンディング調査について 

【目的】 ロードマップの策定に向けて、各公園における官民連携の可能性や事

業手法などを検討するための情報収集を目的として実施 

 

【概要】 調査回数：３回 

第１回調査  ＜参加事業者 23 社＞ 

事業の目的を理解していただくために行うもので、各公園の現地見学

会や全体説明会を実施したうえ、参入する際の事業イメージや条件など

幅広い分野で意見交換を実施 

 

第２回調査 ＜参加事業者 22 社＞ 

事業を概ね理解していただいたうえで、参入意向を確認するために行

うもので、具体的な事業イメージや希望する事業手法及び公募に参加す

る際の資格要件などについて意見交換を実施 

 

第３回調査 ＜参加事業者６社＞ 

公募指針の作成や公募の手続きを行う際の課題を整理するために行う

もので、具体的な計画を提案いただくなど、積極的に参入を考えている

事業者を対象に意見交換を実施 
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６ 魅力あふれる公園づくり推進委員会について 

【令和５年６月２８日 第１回 魅力あふれる公園づくり推進委員会】  

＜主な検討事項＞ 

 〇構想の実現に向けた基本方針と取組について 

〇調査検討のための業務委託について 

 

【令和５年１１月２日 第２回 魅力あふれる公園づくり推進委員会】 

＜主な検討事項＞ 

〇各公園の現状把握の結果について 

〇今後の調査や検討の進め方について 

〇スケジュールの見直しについて 

〇来年度の構想実現に向けた取組について 

 

【令和６年 ３月２１日 第３回 魅力あふれる公園づくり推進委員会】 

＜主な検討事項＞ 

〇サウンディング調査の結果について 

〇事業優先度の評価項目の設定内容と公園のエリアごとの評価結果について 

〇事業優先度評価の結果を踏まえた各公園のロードマップの考え方について 

 

【令和６年 ７月 ８日 第４回 魅力あふれる公園づくり推進委員会】 

＜主な検討事項＞ 

〇事業優先度評価の結果と各公園のロードマップについて 
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７ ロードマップの策定方法について 

各公園のロードマップは図１のフローに沿って策定しました。 

はじめに、構想で示したエリアなどを公園の現状や施設規模を勘案して、事

業メニューを評価対象エリアとして整理し直し、次に評価対象エリアごとに、

市民、事業者、行政のそれぞれの視点でハード面を②「整備優先度」とソフト

面を④「利活用優先度」、事業実施の難易度を③「整備のしやすさ」でそれぞ

れ評価し、この３つの結果から事業着手の優先度を総合的に評価したうえで、

着手時期を設定し、ロードマップを策定しました。 

 
【図１ ロードマップ策定のフロー】 

①評価対象の設定

各公園の将来像を実現するために必要となる事業メニューを整理する。

⑥ 各公園のロードマップ策定

⑤で設定した着手時期に以下を考慮して、各公園のロードマップを策定する。
１）想定事業期間:③整備のしやすさ評価のうち、「早期実現性」の項目で想定した各整備の事業期間を、ロードマップにも反映する。
２）公園の個別事情:現在の利用状況、関連エリア同士の連続整備、整備内容の性質を考慮する。
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⑤着手時期の設定

②③④の評価に基づき、公園のエリア毎の着手時期を以下のとおり設定する。
・短期 5年目(2029年度)まで
・中期 15年目(2039年度)まで
・⾧期 16年目(2040年度)以降

④「利活用優先度」評価

各公園の運営メニューを、市民・事業者・
行政の３つの視点で評価し、「利活用優先
度」を設定する。

② 「整備優先度」評価

各公園の整備メニューを、市民・事業者・
行政の３つの視点で評価し、「整備優先
度」を設定する。

③「整備のしやすさ」評価

事業実施を妨げる要素がどの程度あるか評
価し、「整備のしやすさ」を設定する。
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このうち、事業着手優先度の評価項目は、表１のとおりとしており「整備優

先度」、「整備のしやすさ」、「利活用優先度」では、構想を策定した際のアンケ

ート調査の結果やサウンディング調査の結果、法規制及び早期実現性（想定事

業期間）などにより評価しています。 

 

【表１ 事業着手優先度の評価項目】 

 

評価内容評価項目評価の観点事業着手優先度
評価

構想策定時に実施した「市民公園づくり会議」での意見や
公園利用者を対象としたアンケートでの意見

市民の期待・要望
期待順位・得票数

市民

整備優先度
評価

惜しいところ（ハード）

都市公園のストック効果から、該当するものを抽出
安全・安心効果

生活の質の向上効果

サウンディング調査（２回）による意見

公園に興味のある
事業者数

事業者

積極的参加意欲のある事業者

事業者からの具体提案イメージ

イメージとの整合
（概ね整合、やや整合、不整合）

官民連携の可能性

他エリアとの一体整備の必要性

都市公園のストック効果から、該当するものを抽出生産拡大効果

関係機関への確認等に基づく

施設状況
喫緊課題

行政 イメージや課題に対する
市の取組状況・熟度

関係機関への確認等に基づく

都市計画公園区域

法規制

整備のしやすさ
評価

供用開始

その他規制

周辺環境への影響、懸案事項、用地買収の有無

法手続き、用地買収、事業者公募、設計施工期間を想定して、
事業着手から完了までの期間を算定早期実現性（想定事業期間）

構想策定時に実施した「市民公園づくり会議」での意見や
公園利用者を対象としたアンケートでの意見惜しいところ（ソフト）市民

利活用優先度
評価

サウンディング調査（２回）による意見
指定管理者制度活用の可能性

事業者
提案利活用イメージ

関係機関への確認等に基づく

運営上の喫緊課題

行政 指定管理状況

周辺施設との連携
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８ 各公園ロードマップについて  

（１）洲原公園（図２参照） 

 
【図２ 洲原公園ロードマップ】 
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（２）岩ケ池公園（図３参照） 

 
【図３ 岩ケ池公園ロードマップ】 
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（３）刈谷市総合運動公園（図４参照） 

 
【図４ 刈谷市総合運動公園ロードマップ】 
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（４）亀城公園（図５参照） 

 
【図５ 亀城公園ロードマップ】 
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（５）フローラルガーデンよさみ（図６参照） 

 
【図６ フローラルガーデンよさみロードマップ】 
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９ ロードマップの見直しについて 

ロードマップに示した期間は長期にわたるため、社会情勢等の変化に応じ

て、計画を順応させていく必要があります。５年を目処に、必要に応じてロ

ードマップを見直しながら、「魅力あふれる公園づくり構想」の実現を目指し

ます。 


